
日本工学院八王子専門学校2020年度

柔道整復科

外傷学

3対象
　

年次 後期開講期 必区分 30時間数 2単位

本澤　光則担当教員
実務
経験

柔道整復師職種

外傷と、その対応策および予防策を学びます。

授業概要

認定実技審査にて必要な知識とともに最終学年として必要な知識を習得することが重要である。発生機
序、合併症、整復法、固定法、後療法を整理して習得する。後療法は他の授業であるが、それとは異なる
視点から損傷部位を理解し、修復過程を考慮し柔道整復師の真髄である組織再損傷をしない強度での運動
療法を基礎を身につける。

到達目標

最終学年までに学んだ顎関節、肩鎖関節～肘関節～手指。股関節～膝関節～足指までの治療法（整復・固
定・後療法）を具体的に学び実践する。

授業方法

試験・課題等を総合的に評価する。

成績評価方法

必要に応じて前年度のノートも必要となる。原則的には復習となるので知識の整理を意識することが肝要
である。

履修上の注意

教科書（柔道整復学・理論編　公益社団法人　全国柔道整復学校協会　監修ー　）に準拠する。

教科書教材

有

講義種別

回数 授業計画

第１回

脱臼総論

第２回

顎関節脱臼

第３回

肩鎖関節脱臼、胸鎖関節脱臼
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第４回

肩関節脱臼①

第５回

肩関節脱臼②

第６回

肘関節脱臼

第７回

手関節脱臼

第８回

7週までの振り返りと確認演習

第９回

手指の脱臼

第１０回

股関節脱臼

第１１回

膝蓋骨脱臼

第１２回

膝関節脱臼

第１３回

足指脱臼

第１４回

13週までの振り返りと確認演習

第１５回

まとめ


